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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期連結
累計期間

第48期
第１四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自平成27年５月１日
至平成27年７月31日

自平成28年５月１日
至平成28年７月31日

自平成27年５月１日
至平成28年４月30日

売上高 （千円） 602,517 607,698 2,580,279

経常利益又は経常損失（△） （千円） △5,770 5,835 114,644

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属す

る四半期純損失（△）

（千円） △3,828 1,864 81,324

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △6,912 1,609 59,722

純資産額 （千円） 3,041,217 3,067,276 3,086,512

総資産額 （千円） 3,720,639 3,714,951 3,795,257

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額
（円） △0.73 0.36 15.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.7 82.6 81.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第47期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第47期及び第48期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、連結子会社である米可思化学商貿（蘇州）有限公司は、平成27年12月15日開催の取締役会において解散及び

清算することを決議し、現地の法律に従って必要な手続きが平成28年６月17日に全て完了し清算結了いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の緩やかな改善が見られる中、英国のＥＵ離

脱決定を受けて進んだ円高・株安の影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは、リピート受注の減少を新規受注でカバーすべく、顧客開拓活動を進め

てまいりました。中でも、ＳＢＮ規格袋販売実績は昨年対比10％増となり売上げに貢献しました。その結果、売上

高は6億7百万円（前年同四半期比0.9％増）となりました。

利益につきましては、原油・ナフサ市況が前年に比べて低水準で推移したことと全社上げてのコストダウン活動

により、営業利益が1百万円（前年同四半期は営業損失9百万円）となりました。また、受取配当金等を加えた経常

利益は5百万円（前年同四半期は経常損失5百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1百万円（前年同四半

期は親会社株主に帰属する四半期純損失3百万円）となりました。

用途別の売上高につきましては、食品分野は、漁獲量減少の影響を受け、加工品需要が減少、水産分野のリピー

ト売上げが減少しました。一方でカット野菜、介護食品向けのＳＢＮ規格袋の売上げが増えたものの売上高は3億

66百万円（前年同四半期比3.4％減）となりました。

非食品分野では、医療分野での輸液外袋、機械部品、クラフト包装用で増加し、売上高は1億27百万円（前年同

四半期比21.1％増）でした。

商品等につきましては、前期同様に突き刺し強度の高いフィルム（ＳＰパック）が堅調に推移しましたが、自動

車部品用防錆フィルムが大きく減少し、その結果1億14百万円（前年同四半期比3.3％減）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、11百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,850,000

計 23,850,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年９月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,850,000 5,850,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,850,000 5,850,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年５月１日～

平成28年７月31日
－ 5,850,000 － 774,000 － 1,150,310

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　610,600
－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,238,400 52,384 同上

単元未満株式 普通株式 　　1,000 － －

発行済株式総数 5,850,000 － －

総株主の議決権 － 52,384 －

 

②【自己株式等】

平成28年７月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＭＩＣＳ化学株式

会社

愛知県愛知郡東郷

町大字諸輪字北山

158番地89

610,600 － 610,600 10.43

計 － 610,600 － 610,600 10.43

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年５月１日から平

成28年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年７月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 857,348 817,817

受取手形及び売掛金 ※ 687,171 ※ 696,682

電子記録債権 ※ 83,900 ※ 95,213

商品及び製品 89,456 87,109

仕掛品 35,290 26,546

原材料及び貯蔵品 42,421 43,052

その他 50,117 30,241

貸倒引当金 △118 △2,139

流動資産合計 1,845,587 1,794,525

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 349,134 343,074

機械装置及び運搬具（純額） 183,793 171,222

土地 634,701 634,701

その他（純額） 52,217 50,354

有形固定資産合計 1,219,847 1,199,353

無形固定資産 1,467 1,375

投資その他の資産   

投資有価証券 703,704 700,410

その他 30,346 24,886

貸倒引当金 △5,697 △5,600

投資その他の資産合計 728,354 719,697

固定資産合計 1,949,669 1,920,425

資産合計 3,795,257 3,714,951
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年７月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 412,546 ※ 385,214

短期借入金 25,000 25,000

1年内返済予定の長期借入金 1,316 815

未払法人税等 46,973 6,276

賞与引当金 33,582 24,858

その他 129,848 141,664

流動負債合計 649,266 583,828

固定負債   

役員退職慰労引当金 32,535 33,420

退職給付に係る負債 949 809

資産除去債務 10,500 10,500

その他 15,493 19,117

固定負債合計 59,478 63,846

負債合計 708,744 647,674

純資産の部   

株主資本   

資本金 774,000 774,000

資本剰余金 1,150,310 1,150,310

利益剰余金 1,827,538 1,808,557

自己株式 △263,394 △263,394

株主資本合計 3,488,454 3,469,473

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △14,596 △14,534

土地再評価差額金 △387,533 △387,533

為替換算調整勘定 187 △130

その他の包括利益累計額合計 △401,942 △402,197

純資産合計 3,086,512 3,067,276

負債純資産合計 3,795,257 3,714,951
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成27年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年７月31日)

売上高 602,517 607,698

売上原価 429,318 406,415

売上総利益 173,199 201,283

販売費及び一般管理費 182,914 199,354

営業利益又は営業損失（△） △9,715 1,929

営業外収益   

受取利息 552 539

受取配当金 2,402 2,835

作業くず売却益 1,397 333

その他 472 619

営業外収益合計 4,824 4,327

営業外費用   

支払利息 119 94

固定資産除却損 429 0

売上割引 331 325

その他 0 －

営業外費用合計 880 421

経常利益又は経常損失（△） △5,770 5,835

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△5,770 5,835

法人税、住民税及び事業税 2,639 1,488

法人税等調整額 △4,581 2,482

法人税等合計 △1,942 3,970

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,828 1,864

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△3,828 1,864
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成27年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成28年７月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,828 1,864

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,295 62

為替換算調整勘定 211 △317

その他の包括利益合計 △3,083 △255

四半期包括利益 △6,912 1,609

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,912 1,609
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（平成28年４月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年７月31日）

受取手形 58,814千円 54,980千円

電子記録債権 8,888 12,332

支払手形 23,864 14,260

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年５月１日
至 平成27年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日）

減価償却費 22,776千円 21,548千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成27年７月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日

取締役会
普通株式 20,957 4 平成27年４月30日 平成27年７月16日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成28年７月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月10日

取締役会
普通株式 20,957 4 平成28年４月30日 平成28年７月13日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成27年７月31日）

当社グループは、プラスチックフィルム製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成28年７月31日）

当社グループは、プラスチックフィルム製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年５月１日
至　平成27年７月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年５月１日
至　平成28年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△0円73銭 0円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）

△3,828 1,864

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

△3,828 1,864

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,239 5,239

（注）　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年６月10日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………　20,957千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………　4円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………　平成28年７月13日

　（注）平成28年４月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２８年９月１２日

ＭＩＣＳ化学株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧沢　宏光　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　 誠 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＭＩＣＳ化学株

式会社の平成28年５月１日から平成29年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年５月１日から

平成28年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＭＩＣＳ化学株式会社及び連結子会社の平成28年７月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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